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【目的】腹部内臓脂肪と肝臓の脂肪蓄積が、高尿酸血症に対し独立して関係するかを
横断的に検討した。 
【対象】血糖降下薬、降圧薬、尿酸降下薬を服用しておらず、腎疾患、心血管疾患、
癌の既往歴がなく、血清クレアチニン値が 1.5㎎/dL未満の日本人男性 801名である。 
【方法】胸部・腹部・大腿部の 3スライスのコンピューター断層撮影(CT)画像から腹
部内臓脂肪面積と胸部・腹部・大腿部の皮下脂肪面積を計測し、これらの総和を総脂
肪と定義し、胸部・腹部・大腿の皮下脂肪面積の総和を総皮下脂肪と定義した。肝臓
の脂肪蓄積は肝臓と脾臓の CT 値比(L/S 比)で評価した。高尿酸血症の定義は血清尿
酸値 7.0㎎/dLより高値とした。解析はロジスティック回帰分析を用いた。腹部内臓
脂肪と L/S比はそれぞれ五分位に分類した。 
【結果】高尿酸血症の有病率は 19.6％(157 名)であった。年齢、飲酒量、運動習慣、
喫煙習慣、耐糖能の状態、血圧の状態、インスリン値で補正した結果、腹部内臓脂肪
の増加と L/S比の低下は高尿酸血症に独立して関係した。補正後のオッズ比は、腹部
内臓脂肪では、第 1五分位(0.4-38.7 cm2)を対照としたところ、第 3五分位(64.8-82.8 
cm2) は 2.16(95 ％ 信 頼 区 間 1.02-4.59) 、 第 4 五 分 位 (82.9-110.0 cm2) は
2.41(1.13-5.16)、第 5 五分位(≧110.1 cm2)は 4.00(1.81-8.85)であった。L/S 比で
は、第 5 五分位(≧1.24)を対照とし、第 3 五分位(1.12-1.17)は 2.34(1.16-4.75)、
第 2 五分位 (1.01-1.11)は 2.15(1.06-4.34)、第 1 五分位 (0.03-1.00)では
2.79(1.35-5.76)であった。腹部皮下脂肪、総脂肪、総皮下脂肪、body mass index、
ウエスト周囲径をそれぞれ加えたモデルにおいても、腹部内臓脂肪と L/S 比はとも
に、高尿酸血症に有意に関係したが、腹部皮下脂肪などその他の脂肪は関係しなかっ
た。赤池情報量規準による評価では、腹部皮下脂肪が最も強く高尿酸血症と関係した。 
【結論】腹部内臓脂肪と肝臓の脂肪蓄積は、高尿酸血症と独立して関係した。 
     
 
